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『
平
安
京
と
そ
の
時
代
』

　
本
書
は
、
平
安
貴
族
研
究
の
第
　
人
者
と
し
て

平
安
朝
の
研
究
を
牽
引
し
て
き
た
朧
谷
誕
氏
を
中

心
に
、
京
都
に
所
縁
の
歴
史
学
・
考
古
学
・
地
理

学
の
研
究
者
が
、
「
平
安
京
」
を
テ
ー
マ
に
寄
稿

し
た
総
合
論
集
で
あ
る
。
　
氏
の
希
望
に
よ
り

「
古
稀
扁
と
銘
打
た
れ
て
い
な
い
が
、
実
質
的
に

は
『
朧
谷
壽
先
生
古
稀
記
念
論
集
』
で
あ
る
。

　
序
－
古
稀
を
寿
ぐ
…
（
山
中
章
）
に
続
き
、

第
－
部
と
し
て
歴
史
学
関
係
の
論
文
一
〇
毒
す
な

わ
ち
、
摂
関
盛
期
の
天
皇
の
葬
送
（
朧
谷
簿
）
、

外
戚
土
師
氏
の
地
位
－
桓
武
朝
の
皇
統
意
識
に

関
わ
っ
て
一
（
清
水
み
き
）
、
陽
成
天
皇
廃
位

の
真
相
　
　
摂
政
と
上
皇
・
国
母
　
　
　
（
瀧
浪
貞

子
）
、
王
朝
貴
族
と
仏
名
会
一
仮
称
「
仏
名
和

歌
集
」
（
稿
）
の
試
み
一
（
竹
居
明
男
）
、
祈
年

祭
料
の
「
白
藍
」
と
近
江
国
　
　
　
『
言
談
抄
』
第

一一

齪
b
を
め
ぐ
っ
て
一
（
田
島
公
）
、
摂
関
期

の
身
分
集
団
と
訴
訟
・
復
讐
（
西
山
良
平
）
、
『
新

撰
姓
氏
録
漏
か
ら
み
た
京
貫
と
改
氏
姓
（
仁
藤
敦

史
）
、
平
安
京
の
中
心
　
　
中
院
と
縁
の
松
原
を

め
ぐ
る
憶
説
　
　
（
橋
本
義
則
）
、
平
重
盛
論

（
元
木
泰
雄
）
、
桓
武
天
皇
の
近
江
行
幸
（
吉
水

葉
子
）
、
続
い
て
第
－
部
と
し
て
考
古
学
・
地
理

学
の
研
究
者
に
よ
る
論
考
七
本
す
な
わ
ち
、
平
安

京
と
地
名
研
究
の
展
望
1
「
地
名
学
」
の
現
状

と
課
題
を
ふ
ま
え
な
が
ら
　
　
　
（
天
野
太
郎
）
、

摂
関
・
院
政
期
の
京
都
に
お
け
る
讃
岐
系
軒
瓦
の

動
向
（
上
原
真
人
）
、
甦
る
古
代
京
都
の
風
景

一
平
安
時
代
を
申
心
に
　
　
（
梶
川
敏
夫
）
、

院
政
期
の
平
安
京
　
　
そ
の
予
察
へ
向
け
て

（
鋤
柄
俊
夫
）
、
平
等
院
伽
藍
考
（
杉
本
宏
）
、
保

元
の
乱
の
関
白
忠
通
（
山
田
邦
和
）
、
古
代
王
権

の
伊
勢
支
配
　
　
布
勢
内
親
王
所
領
の
伝
領
過
程

か
ら
一
（
山
中
章
）
、
そ
し
て
、
「
い
ま
こ
こ
」

に
つ
な
ぐ
　
　
“
地
べ
た
”
に
根
を
張
る
文
化
の

樹
一
（
安
藤
栄
里
子
）
、
町
屋
か
ら
、
ほ
の
見

え
る
平
安
京
（
山
中
恵
美
子
）
の
工
本
が
収
め
ら

れ
、
巻
末
に
、
御
礼
に
代
え
て
（
朧
谷
壽
）
が
置

か
れ
て
い
る
。

　
総
勢
一
九
人
の
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か

ら
意
欲
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
展
開
し
、
多
角
的
に

平
安
京
・
平
安
時
代
を
論
じ
た
総
合
的
な
研
究
書

で
あ
り
、
近
年
多
い
平
安
京
や
平
安
時
代
に
つ
い

て
の
個
人
研
究
論
文
集
と
は
異
な
る
特
色
を
持
ち
、

多
分
野
の
研
究
者
に
よ
る
論
文
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
た
も
の
と
し
て
、
学
会
に
資
す
る
と
こ
ろ
も
大

き
か
ろ
う
。

　
朧
谷
氏
は
、
源
氏
物
語
ア
カ
デ
ミ
ー
監
修
者
、

紫
式
部
顕
彰
会
副
会
長
、
国
際
京
都
学
協
会
常
務

理
事
と
し
て
多
忙
な
毎
日
を
過
ご
さ
れ
て
お
り
、

二
〇
〇
五
年
に
は
京
都
府
文
化
賞
（
功
労
賞
）
を

受
賞
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
書
の
最
後
の
こ
寄
稿
は
、

朧
谷
氏
の
同
志
社
女
子
大
学
で
の
教
え
子
で
、
京

都
か
ら
の
情
報
発
信
活
動
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る

二
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
書
が
平
安
京
・
平
安
時
代
研
究
に
新
し
い
視

点
を
加
え
、
更
な
る
進
展
を
促
す
こ
と
を
確
信
す

る
と
と
も
に
、
朧
重
氏
の
ま
す
ま
す
の
ご
研
究
の

進
展
を
お
祈
り
し
、
喜
寿
の
際
に
は
、
今
回
は
除

か
れ
た
近
代
ま
で
の
幅
広
い
分
野
の
研
究
者
に
よ

る
記
念
論
集
を
希
望
し
て
、
拙
い
紹
介
を
終
え
た

い
。

（
紹
介
文
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
山
中
章
氏
に
よ
る

序
文
を
、
大
い
に
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
）

　
　
　
　
（
A
5
判
　
四
八
八
頁
二
〇
一
〇
年
二
月

　
　
　
　
　
　
　
国
文
閣
　
九
四
五
〇
円
（
税
込
）
）

　
　
　
　
　
　
（
告
井
幸
男
　
立
命
館
大
学
非
常
勤
講
師
）
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